
病院名 日本赤十字社和歌山医療センター 
場所 和歌山市小松原通 4-20 
 
キーワード： 
高度救命救急センター、人工関節センター、がんセンター、ハイブリッド手術室、ナビゲー
ション手術、脊椎内視鏡手術、マイクロサージャリー 
 
3 次救急病院 
 高度救命救急センター、ドクターカー、ヘリポート 
 
スタッフ 
玉置康之部長 H4 
植田成実副部長 H18 
田中慶尚副部長 H19 
古川 剛副部長 H21 
仲谷健次副部長 H23 
坂﨑太紀医師 H28 
木村真大医師 H31 
杉野亮人専攻医 R2 
小竹広朗専攻医 R3 
田中康之嘱託医 H7 
丸山征爾嘱託医 H19 
小椋隆宏嘱託医 H25 
 
専門医、指導医の有無 
日本整形外科学会専門医： 
 玉置康之部長、植田成実副部長、田中慶尚副部長、古川 剛副部長、坂﨑太紀医師、木村
真大医師、田中康之嘱託医、丸山征爾嘱託医 
 
日本整形外科学会指導医： 
 玉置康之部長、植田成実副部長、古川 剛副部長 
 
日本脊椎脊髄外科専門医・指導医： 
 玉置康之部長 
 



施設認定 
日本整形外科学会認定研修施設 
日本脊椎脊髄外科専門医基幹研修施設 
 
手術内容 
2024年手術件数 約 1232 件 
 外傷疾患 5割、慢性疾患 5割とバランスがとれています。 
 

2023より人工関節センターを開設しました。 
ハイブリッド手術室 主に脊椎手術で使用。 

 術中 CT 整形外科専用の移動式 CTもあります。 
 ナビゲーションシステム 脊椎、人工膝関節、人工股関節、骨盤骨折など幅広く使用。 
 脊椎内視鏡 腰椎椎間板ヘルニア、腰部脊柱管狭窄症に症例を限定して使用。 
 マイクロサージャリー 再接着、神経血管縫合なども積極的に行っています。 
 関節鏡（膝、肩、肘、手、足、股） どこの関節にも対応可能です。 
 院内同種骨バンク 高度骨欠損の人工関節も対応可能です。 
 イリザロフ創外固定器 感染、粉砕骨折など難治症例に使用しています。 
  
特徴： 
地理的情報： 
和歌山市中心部にあり、病院からは和歌山城のみならず、大阪湾、淡路島が望め、明石大

橋、四国が見えることもあります。アクセスは、電車で新大阪 60 分、車で神戸 60 分、関
西国際空港 30 分と比較的良好です。 
自然豊か、気候温暖で、食事も抜群においしい。人柄も温厚で、診療しやすい。 

規模： 
病床数は 700 床。医療圏は和歌山市が中心で、和歌山全域、大阪南部からも来院があり

ます。 
福利厚生： 
 官舎・保育園あり、医療費補助あり 
 学会交通費・宿泊費・参加費・学会年会費・資格試験に補助あり 
互助会旅行、体育祭などのイベントあり 
運動部（野球、フットサル、硬式テニス、軟式テニス、バレーボール、卓球、ソフトボー

ル、駅伝、バスケットボール）、文化部（合唱、書道、短歌、おどり、写真、華道、大正琴、
手芸）が多数あり、楽しく活動しています 
業務内容： 
 主治医執刀制。1 症例につき 2名の医師が担当。 



 手術は毎日、外来は毎日行っています。救急は 24 時間 365 日、「全例応需」で受け入れ
ています。 
土日祝日は休日で、当番医制です。 
カンファレンスは火曜日・木曜日朝、部長回診は水曜日朝、抄読会は木曜日朝に行ってい

ます。夕方の Duty はありませんので、自分の仕事が終われば早く帰れます。 
他部署との連携： 
 救急が多いこともあり、他科との連携は非常に良好です。救急部、集中治療部、麻酔科、
感染症科、小児科、放射線科、脳神経内科、リウマチ科など関連診療科との相談がすぐに可
能です。 
 2023 より人工関節センターを設置しました。 
 骨折リエゾンサービスを多職種連携で行っています。 
院内がんセンター内の骨転移ユニットで、放射線科と連携して診療を行っています。 

  
① ハイブリッド室での脊椎術中 CT ナビゲーション手術 

 
 
② 手外科手術 

 



③ 人工膝関節ナビゲーション手術 

 
④ 硬式テニス部 

⑤ バスケットボール部 


